


「ＧＩＧＡスクール構想」

義務教育を受ける児童生徒に１人

１台の学習用タブレット（パソコ

ン）と学校に高速ネットワーク環

境などを整備する計画のことです

教育のひろば教育のひろば
　

現
在
、
義
務
教
育
学
校
は
、
全
国
に
約
130
校
あ
り
ま
す
。

義
務
教
育
学
校
や
小
中
一
貫
校
な
ど
、
こ
の
制
度
に
関
し

て
は
国
や
教
育
学
者
な
ど
の
間
で
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
特
に
義
務
教
育
学
校
は
平
成
28
年
に
初
め

て
導
入
さ
れ
た
制
度
で
す
。
ま
だ
数
年
し
か
経
っ
て
い
な

い
の
で
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
制
度
そ
の
も

の
に
つ
い
て
推
進
意
見
、
慎
重
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
学
校
は
、
大
ま
か
に
い
う
と
小
学
校
と
中
学

校
を
一
つ
に
ま
と
め
た
学
校
の
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、

教
育
内
容
も
こ
れ
ま
で
の
『
小
学
校
６
年
・
中
学
校
３
年
』

と
い
う
区
切
り
で
は
な
く
、
９
年
と
い
う
期
間
で
編
成
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
『
前
期
課
程
（
小

学
校
に
相
当
）』
と
『
後
期
課
程
（
中
学
校
に
相
当
）』
に

分
け
ら
れ
ま
す
が
、
義
務
教
育
学
校
で
は
学
年
の
区
切
り

が
自
由
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
従
来
の
よ
う

な
『
６
年
・
３
年
』
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

義
務
教
育
学
校
に
は
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
前
期
課
程

と
後
期
課
程
の
校
舎
が
同
じ
場
所
に
あ
る『
施
設
一
体
型
』

と
、
校
舎
が
別
に
あ
る
『
施
設
分
離
型
』
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
義
務
教
育
学
校
に
は
校
長
が
１
人
し
か
就
任
で
き
ま

せ
ん
か
ら
、
た
と
え
校
舎
が
別
々
の
場
所
に
あ
っ
て
も
原

則
と
し
て
校
長
は
１
人
の
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
新
し
い
考
え
方
に
基
づ
く
義
務
教
育
学
校

で
す
の
で
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

▼
義
務
教
育
学
校
と
小
中
一
貫
校
は
、
ど
ち
ら
も
小
学
校

と
中
学
校
の
「
区
切
り
」
を
減
ら
し
、
義
務
教
育
で
あ
る

９
年
間
の
学
習
を
ト
ー
タ
ル
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
創

設
さ
れ
た
仕
組
み
で
す
の
で
、
学
校
の
学
年
制
を
「
６
・

　GIGAスクール構想により、令和２年度に１人１台端末と、高速
大容量の通信ネットワークなどの整備が完了し、令和３年度から町
内小中学校の教育現場で、電子黒板やタブレットパソコンを使った
授業が開始されました。タブレットパソコンを活用し、１人１人の
児童生徒の能力や特性に応じた学びや、子ども同士が教え合い学び合う協働的な学びなどを推進することに
より、様々な社会的変化を乗り越え、持続可能な社会に対応できる力を身に付ける子どもを目指します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６月１日、添田小学校で授業などに使われるタブレット授与式があ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りました。６年生の髙千穗有仁さんと平川和さんが児童を代表して髙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀨教育長からタブレットを受
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け取りました。髙千穗さんは、　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「タブレットのインターネット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を使い、昆虫を調べたりした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い」と話していました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授与式の後、６年生は早速授
業でタブレットを使用。算数の授業ではタブレットと併せて今年度から配
備された電子黒板を用いて授業を開始。問題に正解すると「ピンポーン」、
間違えると「ブー」とタブレットから音が鳴り、教室は笑いの渦に。今ま
でにない形での授業が始まりました。

タブレット配布、小学校で楽しい授業

タブレット、電子黒板を活用した授業風景

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　　　　　　　　　　　　　　　　 瀨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
業 タブ トを使 算数 授業 はタブ

田川地区防災会議水防訓練

児童を代表しタブレット授与された髙千穗有仁さん

班ごとにタブレットを操作、音楽を聞き直して
いました

　６月８日、添田中学校でも授業な
どに使われるタブレット授与式があ
り、生徒を代表して３年生の浦野咲
笑生徒会長が石坂校長先生からタブ
レットを授与されました。
　この日、３年生の音楽の授業では
早速タブレットと電子黒板を使用。
タブレットから流れる組曲「展覧会
の絵」を班ごとに操作。授業の最後に楽曲の印象や特徴を発表する
ため、話し合いながら何度も聞き直していました。

中学校でも活用はじまる

添中では浦野咲笑生徒会長が代表して授与されました

　添田町在住の中山麻子氏（中山産婦人科医院院長）から、家庭の経済的な理由やコロナ
禍による経済状況の悪化などで、就学が困難となっている意欲ある学生に対して給付型奨
学金として役立ててもらいたいと寄附がありました。町ではその寄附金を原資として返済
の必要がない奨学金、中山麻子給付型奨学金を６月に創設しました。
▶受給資格　本町出身で大学・短大・専門学校などに進学している人。その他、申し込み要件があります。
▶奨学金額　月額 30,000 円　▶採用人数　年間 3名以内　▶受付期間　８月２日（月）～８月 31 日（火）
※詳しくは 8月号にてお知らせします。町ホームページにも詳細を掲載します。

　令和７年４月開校を目指す『添田町立小中学校』は、『義務教育学校』？『小中一貫校』？『小中連携校』？
　６月号から３回にわたって説明します添田町が目指す学校。２回目の今回は、添田町は「小中連携校」
を目指していますが、最近よく耳にする「義務教育学校」とはどういった学校か、説明します。

３
」
で
は
な
く
、「
５・４
」
や
「
４・３・２
」
と
い
う
自

由
な
ま
と
ま
り
で
考
え
や
す
く
、
早
い
段
階
か
ら
の
先
を

見
据
え
た
学
習
が
取
り
入
れ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
▼

義
務
教
育
学
校
で
は
、
小
・
中
学
校
の
両
方
の
教
員
免
許

を
持
つ
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
小
学
校
の

う
ち
か
ら
中
学
校
の
教
員
免
許
を
持
つ
教
員
か
ら
の
指
導

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
▼
一
般
的
に
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ

変
わ
る
と
き
に
は
、
通
学
距
離
や
制
服
・
友
達
の
顔
ぶ
れ

に
加
え
て
、
先
生
た
ち
の
考
え
方
や
授
業
内
容
も
大
き
く

変
わ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
変
化
で
子
供
た

ち
が
つ
ま
ず
き
を
感
じ
、
成
績
の
低
下
や
不
登
校
の
要
因

に
な
る
こ
と
も
あ
る
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
、
義
務
教
育

学
校
で
は
小
学
校
・
中
学
校
と

い
う
ハ
ッ
キ
リ
し
た
区
切
り
感

な
く
徐
々
に
移
行
し
て
い
け
る

た
め
、
中
学
校
に
あ
た
る
後
期

課
程
ま
で
大
き
く
環
境
を
変
え

る
こ
と
な
く
学
べ
ま
す
。
▼
部

活
動
の
小
中
一
貫
化
が
図
れ
ま

す
。

　
　▼

義
務
教
育
学
校
で
は
、
小
・
中
学
校
の
両
方
の
免
許
を

持
つ
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、今
の
制
度
で
小・

中
学
校
の
両
方
の
教
諭
免
許
を
大
学
で
同
時
に
取
得
す
る

の
は
と
て
も
厳
し
く
、教
員
の
確
保
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

▼
多
く
の
児
童
生
徒
が
高
等
学
校
や
中
高
一
貫
校
へ
進
学

す
る
中
で
、
義
務
教
育
の
９
学
年
の
範
囲
の
み
で
学
年
区

分
を
変
更
す
る
こ
と
の
意
義
も
不
明
確
で
、
学
区
の
子
ど

も
を
誰
で
も
受
け
入
れ
る
（
転
入
出
も
含
め
）
公
立
の
学

校
が
、
足
並
み
を
揃
え
ず
に
独
自
に
学
年
区
分
を
細
分
化

し
た
り
、
再
編

成
し
た
り
す
る

こ
と
は
、
保
護
者

の
み
な
ら
ず
地
域
の
理
解
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
▼
行
事
活
動
等
で
小
学
生
（
特
に
５
、６
年

生
）
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
性
を
育
て
る
機
会
が
減
少
し
ま

す
。
▼
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
早
期
化
す
る
場
合
、
９
年
間
の

途
中
で
学
習
に
挫
折
す
る
（
学
習
に
つ
い
て
こ
れ
な
く
な

る
）
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
▼
小
学
校
の
段
階
か
ら
教
科

担
任
制
を
導
入
す
る
と
、
学
級
担
任
制
の
メ
リ
ッ
ト
が
な

く
な
り
ま
す
。
▼
単
元
や
授
業
の
区
切
り
ご
と
に
行
っ
て

き
た
小
学
校
の
段
階
の
試
験
が
、
定
期
考
査
で
の
評
価
に

移
行
す
る
こ
と
で
生
じ
る
児
童
へ
の
ス
ト
レ
ス
や
負
担
が

増
加
し
ま
す
。
▼
１
人
の
校
長
（
学
園
長
）
が
９
つ
の
学

年
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
補
佐
す
る
副
校
長
・
教

頭
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
▼
小
学
生
が
中
学
生
の
影
響
を

受
け
る
こ
と
に
よ
る
非
行
な
ど
の
低
年
齢
化
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
▼
小
学
部
か
ら
部
活
動
が
あ
る
場
合
の
問
題

と
し
て
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
や
習
い
事
と
の

調
整
が
必
要
に
な
り
、
ま
た
、
小
学
生
と
中
学
生
の
実
力

差
は
大
き
く
、
統
一
し
た
部
活
動
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
「
令
和
７
年
４
月
開
校
を
目
指
す
『
添
田
町
立
小
中
学

校
』
は
、『
義
務
教
育
学
校
』
？
『
小
中
一
貫
校
』
？
『
小

中
連
携
校
』
？
」
と
題
し
て
、
２
回
に
わ
た
っ
て
学
校
制

度
の
お
話
を
し
て
き
ま
し
た
。
次
回
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
添
田
町
が
目
指
し
て
い
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

者者域
の
域

理
解
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で

行
事
行

活
動
等
で
小
学
生
（
特
に
５
、６
年

ー
シ
ー

ッ
プ
性
を
育
て
る
機
会
が
減
少
し
ま

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

「ＧＩＧＡスクール構想」「ＧＩＧＡスクール構想」「ＧＩＧＡスクール構想」により

子どもたちの「学習」が大きく変わります

添田町中山麻子給付型奨学金 創設添田町中山麻子給付型奨学金 創設添田町中山麻子給付型奨学金 創設

広報そえだ（令和３年７月号）　２３　広報そえだ（令和３年７月号）



　介護保険料は、福岡県介護保険広域連合を構成する市町村のうち、給付水準（高齢者１人当たり
の介護保険利用額）が高い方から順にＡグループ、Ｂグループ、Ｃグループに分けて決まります。       

　添田町は平成 30 年度から令和２年度までの３年間、最も高い「Ａグループ」でしたが、
　令和３年度からの３年間は「Ｂグループ」に変わりました。
　個人ごとの介護保険料は前年の所得と、今年度の住民税の課税状況などで決まります。

　町では高齢者を対象とした、元気倶
く ら ぶ

楽部、健康体操教室、ストレッチ教室、パソコン教室、トランポリン
教室などの様々な介護予防教室を実施しています。体や頭の体操、体幹を鍛えるストレッチ、レクリエーショ
ン活動など趣向を凝らしたプログラムで、無理なく楽しいひと時を過ごしなが
ら筋力の維持向上や認知症予防、閉じこもり予防に努めています。まだ空きの
ある教室もありますので、詳しくは役場保健福祉環境課福祉・高齢者支援係（☎：
82-1232）までお問い合わせください。新型コロナウイルス感染防止対策を徹
底していますが、緊急事態宣言等が発令された期間はお休みになります。

所得
段階 対象者

令和３年度 介護保険料年額

Ｂグループ
（添田町） Ａグループ

１

　生活保護受給者

19,898 円
※３

25,931 円
※３

世
帯
非
課
税

老齢福祉年金受給者

公的年金等収入額と

合
※１

計所得金額等の合計額が

80万円以下

２ 80万円を超え120万円以下 33,164 円
※３

43,219 円
※３

３ 120万円を超える 46,430 円
※３

60,507 円
※３

４

世
帯
課
税

本　人
非課税

公的年金等収入額と

合
※１

計所得金額等の合計額が

80万円以下 59,695 円 77,794 円

５ 80万円を超える 66,328 円 86,438 円

６

本
人
課
税

合計所得金額から

特
※２

別控除額を引いた額が

120万円未満 79,594 円 103,726 円

７ 120万円以上200万円未満 89,543 円 116,691 円

８ 200万円以上300万円未満 106,125 円 138,301 円

９ 300万円以上320万円未満 109,441 円 142,623 円

10 320万円以上340万円未満 112,758 円 146,945 円

11 340万円以上360万円未満 116,074 円 151,267 円

12 360万円以上380万円未満 119,390 円 155,588 円

13 380万円以上400万円未満 122,707 円 159,910 円

14 400万円以上420万円未満 126,023 円 164,232 円

15 420万円以上440万円未満 129,340 円 168,554 円

16 440万円以上460万円未満 132,656 円 172,876 円

17 460万円以上480万円未満 135,972 円 177,198 円

18 480万円以上500万円未満 139,289 円 181,520 円

19 500万円以上520万円未満 142,605 円 185,842 円

20 520万円以上540万円未満 145,922 円 190,164 円

21 540万円以上560万円未満 149,238 円 194,486 円

22 560万円以上580万円未満 152,554 円 198,807 円

23 580万円以上600万円未満 155,871 円 203,129 円

24 600万円以上800万円未満 159,187 円 207,451 円

25 800万円以上 165,820 円 216,095 円

５　広報そえだ（令和３年７月号） 広報そえだ（令和３年 7月号）　４

※１　「合計所得金額－特別控除額（※２）ー年金所得額」です。0円以下の場合は0円とみなします。
※２　長期譲渡所得および短期譲渡所得にかかる特別控除額のことです。
※３　令和元年10月に消費税率が引き上げられたことに伴い、低所得者の介護保険料が軽減されます。

　介護保険は、介護が必要になっても住み慣れた地域で安心
して自立した生活が送れるよう、高齢者の介護を社会全体で
支える社会保障制度です。
　介護保険制度では、３年ごとに保険料の見直しが行われま
す。今回 65 歳以上の皆さんの令和３年度の介護保険料が決定
しましたのでお知らせします。保険料の決定通知書は７月下
旬に郵送します。

問 役場保健福祉環境課福祉・高齢者支援係（☎82-1232）　
　 福岡県介護保険広域連合（☎092-643-7055）　福岡県介護保険広域連合田川・桂川支部（☎49-1093）

65歳以上
の皆さん

和 年３ 度令

介護保険料
が決定しました

▶ 介護保険料がＡグループからＢグループへ変わりました

▶ 令和３年度　所得段階別介護保険料

▶ グループが変わると保険料が大きく変わります

　ＡグループからＢグループに変わったことで、皆さんが負担する介護保険料が安くなりました。
所得段階によって違いますが、年間で６千円～５万円程度減額します。

▶ グループが変わった理由は？

　グループは給付水準（高齢者１人当たりの介護保険利用額）により決定します。平成 30 年度から
令和２年度までの３年間、皆さんの健康増進が図られ、介護保険を使う人や使う頻度が減り、給付
水準が減ったことがグループが変更した主な理由です。添田町は令和５年度までＢグループですが、
令和６年度からの３年間の保険料は今後の給付実績などで決まります。給付が増えると「Ａグルー
プ」に戻り、保険料が高額となる可能性があります。逆に皆さんの健康増進がよ
り一層図られ給付水準が減り、「Ｃグループ」に変わると保険料はさらに低額とな
ります。今後も健康増進に取り組み、適正な介護保険の利用をお願いします。

介護予防教室に参加しませんか？

Ａ
グ
ル
ー
プ
か
ら
Ｂ
グ
ル
ー
プ
へ
変
わ
り
ま
し
た



避難情報の配信やワクチン接種予約も

添田町 LINE 公式アカウント
開設しました

　防災情報をお届けする添田町 LINE（ライン）
公式アカウントを開設しました。大雨時の避難
に関する情報や避難所の開設状況などの配信に
加え、今後はじまる16歳以上の人を対象にした
新型コロナワクチン接種予約もLINEからできる
ようになります。次の二次元コードから友だち
登録をお願いします。
※友だち登録にはLINEのアプリをダウンロードしている必要があります。

　水道課では月に１回水道メーター検針を行っ
ています。円滑なメーター検針のために、メー
ターボックスと周辺のお手入れをお願いします。

水道メーターは自己管理してください

メーターボックスは
定期的にお手入れしましょう

問 役場水道課管理係（☎ 82-5961）

●
ボ
ッ
ク
ス
内
は

清
潔
に
保
っ
て
く

だ
さ
い

●
上
に
物
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い

●
犬
を
近
付
け
な

い
で
く
だ
さ
い

●
付
近
の
草
は

刈
っ
て
く
だ
さ
い

◉口座振替で納期限納入にご協力を
　 「 うっかり払い忘れて納期限を過ぎてしまう」な
んてことありませんか。口座振替にしておけば、お
金を通帳に入れておくだけで払い忘れもありません。

※凍結防止のためメーターボックス内にタオルなどをそのまま
入れていると、雨水などで濡れてしまい衛生的によくありませ
ん。メーターが見えないほど詰め込んでいる個所も見受けられ
ますが、水道管に負荷がかかり漏水の原因にもなりますので、
冬以外は撤去してください。

問 役場防災情報管財課防災安全係（☎ 82-4002）
友だち登録はこの二次元コードから↑

７　広報そえだ（令和３年７月号）

ピックアップ  　　　　　  まちのお知らせ＆情報

INFORMATION令和３年度の免除申請は７月から

国民年金には保険料を
免除する制度があります

広報そえだ（令和３年７月号）　６

後期高齢者医療に加入している皆さん

保険証と限度額認定証が
８月に更新されます

　国民年金には、経
済的な理由などで保
険料を納めることが
困難な場合、申請を
して認められると保
険料の納付が免除もしくは猶予される制度があ
ります。免除や納付猶予を受けず保険料の未納
の状態が続くと、将来老齢基礎年金を受けられ
ない場合や万一のときに障害基礎年金・遺族基
礎年金が受けられない場合があります。
　免除の承認期間は７月から翌年６月までです。 
令和３年度分（令和３年７月～４年６月分）の免
除申請の受け付けが７月から始まりましたので、
必要な人は早めに申請をしてください（申請か
ら承認まで１か月程度かかります）。なお、所得
が未申告の人は、免除審査ができませんので、
住民課税務・滞納対策係で申告してください。
　また、学生納付特例制度の申請も４月から受
け付けを行っていますので、必要な人は申請を
　　　　　　　　　　　　してください。学生
　　　　　　　　　　　の納付猶予期間は令和
　　　　　　　　　　　３年４月から令和４年
　　　　　　　　　　　３月までの１年間です。
　　　　　　　　　　対象外の学校もあります
　　　　　　　　　　ので詳しくは問い合わせ
　　　　　　　　　　ください。
【手続きに必要なもの】
▷年金手帳または納付案内書など基礎年金番号
がわかるもの　▷印鑑　▷退職（失業）を理由
とするときは「雇用保険被保険者離職票」など
の写し　▷学生納付特例制度を申請する場合は
在学証明書または学生証
【保険料月額納付額】
▶全額免除＝納付なし ▶ 3/4 免除＝ 4,150円
▶半額免除＝ 8,310円 ▶ 1/4免除＝ 12,460円
▶全額納付＝16,610円 ▶納付猶予＝納付なし
▶学生納付特例＝納付なし
※ 3/4免除・半額免除・1/4免除を受けた期間は、
上記の保険料を納めなければ、未納と同じ扱い
になりますので、注意してください。
問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

忘れずに早めの手続きを

国民健康保険 限度額適用認定証
標準負担額減額認定証の更新を

　現在お持ちの入院時の限度額適用認定証・標準現在お持ちの入院時の限度額適用認定証・標準
負担額減額認定証の有効期限は、７月負担額減額認定証の有効期限は、７月3131日土まで日土まで
です。更新手続きは８月２日月から行いますので、です。更新手続きは８月２日月から行いますので、
早めに保険年金係（④番窓口）で手続きをしてく早めに保険年金係（④番窓口）で手続きをしてく
ださい。なお、認定証は申請した月の初日からのださい。なお、認定証は申請した月の初日からの
適用となります。適用となります。

▶被保険者証の自己負担割合の確認を

　医療費の自己負担割合は、１割または３割です。
前年中の所得をもとに８月から翌年７月までの１
年間の自己負担割合の判定を行います。自己負担
割合は原則１割ですが、同じ世帯の被保険者のい
ずれかの人の住民税課税所得が145万円以上の場
合には、３割となります。ただし、住民税課税所
得が145万円以上であっても、次の1または2
に該当する場合は申請すると１割負担となります。

▶限度額認定証の有効期限は７月31日まで

　限度額適用・標準負担額減額認定証
※

の有効期限
は７月31日土です。限度額認定証をすでに持って
いる人で今年度も同様に認定証を発行できる条件
の人には、８月１日日からの新しい限度額認定証
を７月下旬にお届けします。なお、新たな限度額
認定証の交付は窓口での申請手続きが必要です。
【手続きに必要なもの】
　▷被保険者証　▷マイナンバーカード　▷顔写真
付きの本人確認書類　▷その他（非課税証明書や入院
期間が確認できるものなどが必要な場合があります）

▶新しい被保険者証は「紫色」です

　現在の被保険者証（水色）の有効期限は７月31日
土までです。８月１日日からの被保険者証（紫色）は
７月下旬に郵送（簡易書留）します。有効期限は来年
７月31日までの１年間です。８月１日日以降は新
しい被保険者証を医療機関の窓口に提示してくだ
さい。７月30日金までに新しい被保険者証が届か
ない場合は、役場住民課保険年金係に問い合わせ
ください。
問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

1同じ世帯の被保険者が２人以上の場合
同じ世帯の被保険者全員の収入合計額が520万円未満

2同じ世帯の被保険者が本人のみの場合（①か②に
該当）
①本人の収入が383万円未満
②本人と同じ世帯の70歳から74歳までの人の収入の
合計額が520万円未満

※住民税非課税世帯の方のうち、課税所得145万円未満（自
己負担が１割）の方、課税所得690万円以上の方は限度額
適用認定証などの交付はありません。
※「後期高齢者医療被保険者証」を医療機関に提示するだ
けで、医療費の自己負担は限度額までとなります。

　現在お持ちの入院時の限度額適用認定証・標準
負担額減額認定証の有効期限は、７月31日土まで
です。更新手続きは８月２日月から行いますので、
早めに保険年金係（④番窓口）で手続きをしてく
ださい。なお、認定証は申請した月の初日からの
適用となります。
【手続きに必要なもの】
▷健康保険証　▷印鑑　▷世帯主および対象者の
マイナンバーカード　▷窓口に来る人の運転免許
証などの本人確認書類　▷限度額適用認定証・標
準負担額減額認定証（既に交付を受けている人の
み）　▷90日を超えて入院している人はそれを証明
する病院の領収書など
※限度額適用認定証とは、医療機関で受診する場合の１
か月の自己負担限度額を証明するものです。この認定証
を医療機関に提示することで、窓口での医療費の支払い
が限度額までとなります。
※標準負担額減額認定証とは、入院時の食事代の減額が
受けられる（住民税非課税世帯である）ことを証明する
もので、認定証を医療機関に提示すると食事代が減額さ
れます。
※限度額や標準負担額減額については、所得区分・年齢
により異なりますので、詳しくは７月下旬に郵送する保
険証に同封の「ひと目でわかる！国保のポイント」をご
覧ください。

問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）
　国民健康保険税の納付をお忘れなく

　７月は国民健康保険税の納税通知書が送付され
ます。通常は４月から翌年３月（途中で75歳に到
達する人は、到達月の前月までの期間）までの資
格を有する期間について、保険税が賦

ふか

課されます。
納付期限は、７月から翌年２月までの各月末で、
年間分を８期で納付することになっています。加
入している人全員が65歳以上の世帯は、原則とし
て世帯主の年金から天引き（特別徴収）されます。
　納付期限までに税を完納していない場合は、限
度額認定証の交付を受けることができません。ま
た、新しい保険証も郵送されませんので、納期内
納付にご協力お願いします。保険税は指定の金融
機関口座からの口座振替ができます。口座振替納
税の場合、納付書で納める手間がかからず、納め
忘れの防止にもなりますので、活用してください。
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎ 82-1234）

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　対
　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　く



９　広報そえだ（令和３年７月号） 広報そえだ（令和３年７月号）　８

▶用途地域／都市計画区域
内（用途地域指定なし）　▶
建ぺい率／ 70%　▶容積率
／ 200%　▶設備／上水道
（町営水道）、電気（九州電
力）、ガス（LPガス個別方式）、
テレビ（共同アンテナ受信）

添
田
駅

↓英彦山　 　津野↓

34

添田郵便局前

　旧田川消防署
　添田分署

添田中学校
添田小学校

添田郵便局
スーパー

役場
銀行 農協

大任町↑

←中元寺 52
畑川

分譲地

　添田東地区定住促進住宅用地
　添田町大字添田680番地５付近

番号①
成約済

↑進入道路

※進入道路と原野を含めた面積

 番号②
488.11㎡
180万円

原野↓

◉応募資格
❶自ら居住する専用住宅（共同住宅を除く）を建築す
　る人
❷契約から１年以内に住宅建築工事に着手できる人
❸申込時の世帯主の年齢が45 歳以下で、高校生以下の子
　どもがいる世帯
❹年間収入（世帯全員の総額）が 300 万円以上の人
❺本町の定住関連支援事業などの支援を受けていない人
❻添田東行政区に加入している、または加入する予定の人
❼地域行事に積極的に参加できる人
❽町税等の滞納がない人
❾暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平
　成３年法律第 77 号）第２条第６号に規定する暴力団
　の構成員若しくは暴力団員と密接な関係にない人

◉申込開始日
　７月14 日水（土・日・祝日除く８時30 分～17 時15分）
※先着順のため、申し込みがあれば受付終了となります。
※同日に複数の申し込みがあった場合は、後日公開抽
選を行いますが、郵送の場合は消印日を受付日としま
す。消印日が７月14日より前の場合は無効です。
※提出書類に不備がある場合は受け付けできませんの
で、必ず必要書類を確認してください。
◉申込方法
　申込書などの必要書類を役場まちづくり課まで提出
してください。申込書などは役場まちづくり課まちづ
くり推進係または町ホームページで入手できます。

学校

番号①番

※このイメージは延床約35坪の木造２階建て住宅です。実際に建築する場合は、法令などを
遵守し建設会社と相談し、計画してください。

　働く世帯の定住を図り、
地域の活性化を推進する
ための定住促進事業とし
て、添田地区（添田東
行政区）に整備した
住宅用地を分譲。
昨年度の公募で番
号①区画が成約
したため、残り
の番号②区画を
再公募します。

この敷地のポイント
①２つの高低差のある敷地は、下段で
　十分に居住スペースが確保できるた
　め、上段は遊び心のある使い方がで
　　　　　　きます。
　　　　　　　②県道451号線のルー
　　　　　　　　トが変わったことで、
　　　　　　　　前面道路の車通りが
　　　　　　　　少なくなり、また、
　　　　　　　　道から少し奥にある
　　　　　　　　　敷地なので子ども
　　　　　　　　　　の飛び出しなど
　　　　　　　　　　の不安が少なく
　　　　　　　　　　安心です。　　
　　　　　　　　

問 役場まちづくり課まちづくり推進係（☎ 82-5965）

号に規規定する暴力団
接な関係にない人 L 字型にすることで

南東に開けた、プライベート感
のある LDK が確保できる

コンテナを置いて、 離れの
プライベートスペースにしたり、
薪やアウトドアグッズの倉庫に

テントや
ハンモック
を置いて

おうちキャンプ

ちょっとした
家庭菜園スペース

ウッドデッキを敷いて
BBQ テラスに

敷地の活用イメージ

←中元

◉応募資格
住す 分）

添

定住促進住宅用地を分譲します

どを

て

ちキャンプ
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ま
た
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、
民
営
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基
本
的
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申
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更
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そ
こ
で
今
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、
民
間
施
設
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な
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２
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利
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合
、
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用
者
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皆
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移
行
後
も
基
本
的
な
内
容
、
サ
ー
ビ
ス

は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
利
用
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「
効
率
的
な
事
業
運
営
」

「
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

  

を
目
指
し
て

特別養護老人ホームそえだ　×　養護老人ホーム錦風荘

　　　　　　　①　民営化されると、介護サービス利
　　　　　　　　用料はどうなりますか？
　　　　　　　⇒　介護サービス利用料は介護保険法
　　　　　　　　で規定されています。民営化後も、
　　　　　　　　入所者はこれまでと同様、介護保険
　　　　　　　　給付対象の「基準負担額」と介護保
険給付対象外の「食事代等」が必要となります。

②　民営化により、介護サービスは低下しませんか？
⇒　新たな運営先となった社会福祉法人光和苑では、
　法人が掲げる経営理念のもと、先進的かつ専門的な
　技術や能力を生かした介護サービスを行い、従前よ
　り向上したサービスが提供できます。住まいはライ
　フスタイルの基盤と考え、施設の屋内改修工事を実
　施。社会や家族との「交
　流」も大事なサービス
　であることから中庭の
　リニューアルも行いフ
　ルーツパーティなどの
　イベントを開催してい
　ます。

①　民営化後、入所の手続きは変わりますか？
⇒　民営化後も変わりません。入所相談、申し込み、
　調査、審査、決定、入所の順です。入所を希望す
　る場合は、住民登録をしている市区町村に相談し
　てください。

②　施設を利用できる基準が変わりますか？
⇒　民営化後も変わりません。現在の環境では生活
　が難しく、経済的にも問題がある65歳以上の高齢
　者が市区町村長の措置によって入所できます。在
　宅への自立を支援する養護老人ホームと行政のネ
　ットワークにより、在宅から施設入所まで継続し
　た“なじみの関係”で、地域高齢者の住まいの確
　保や生活支援サービスを提供します。

民

後
の
そ
化
営

２つの老人ホーム、民営化して何か変わったの？

　光和苑は、平成10年から京都郡苅田町を拠点に、今日まで事業を行ってまいりました。添田町では、令和元年
10月から高齢者見守りサービス事業『添田町サポートセンター』の運営を行っています。
　この度、新たに「特別養護老人ホームそえだ」、「養護老人ホーム錦風荘」の運営を行うこととなりました。こ
の２施設は年月の経過に伴う老朽化や、河川の増水による災害の影響が懸念されていますので、今後５年から10
年の間の移転・改築工事に向け、すでに準備を進めております。また、光和苑の情報については、随時ホームペー
ジ（http://www.kouwaen.or.jp）で見やすく、分かりやすく公開しています。職員についても随時募集しています。
　地域福祉の担い手として、地域に根付いた施設づくりや周辺の環境整備を行い、地域の皆様に信頼される施設
運営を実践して参ります。ご指導、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

養
護
老
人

養
護
老
人

ホ
ー
ム

ホ
ー
ム

錦
風
荘

錦
風
荘

養
護
老
人

ホ
ー
ム

錦
風
荘

特
別
養
護

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

老
人
ホ
ー
ム

そ
え
だ

そ
え
だ

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

そ
え
だ

問 役場保健福祉環境課福祉・高齢者支援係（☎82-1232）　
　 特別養護老人ホームそえだ（☎82-4112）　養護老人ホーム錦風荘（☎82-0643）

社会福祉法人光和苑から町民の皆さんへ

↑フルーツパーティの様子



　My Town Topics　問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

まちの話題身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。
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７月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

森 美
みこと

琴ちゃん 
７月21日生 ❶・一ノ宮

３才のお誕生日おめでとう☆お
しゃべり大好きないろは♪これ
からも色々なお話をしようね！
だーいすきだよ！

田中 いろはちゃん 
７月19日生 ❸・添田西

３歳までのお子さんの写真を募集します
①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先をＥメールで送信してください。

koho@town.soeda.fukuoka.jp
送信先

問 添田町商工会（☎82-0244）

木下 善
ぜんしょう

照ちゃん 
７月20日生 ❸・真木

おしゃべりとダンスが大好きな善
ちゃん(*^o^)／洋楽をかけるとノ
リノリでステップを披露しますw♪
これからも明るく元気にのびのび
と大きくなぁれっ(^з^)-☆

発行冊数8,000冊 添田町民優先 プレミアム率30％

使用期間

１万円 で１万３千円分の商品券
WED

令和３年８月21日土～令和４年１月31日月

◉予約期間　7月７日水～８月２日月（締切日午後５時必着）
◉申込方法　申込書に必要事項を記載の上、免許証や保険証などの本人確認書類を
　　　　　　添付し、原則郵送にて申込（家族分同封可）
　　　　　　※ＦＡＸでの申込は不可。　※予約購入は添田町在住の方限定。
　　　　　　※予約期間終了後、順次引換券を発送します。
◉購入限度　１人あたり５冊まで（代理購入不可、窓口との重複購入不可）
　　　　　　※予定数量（8,000冊）を超えた場合は抽選
◉引換期間　８月21日土～８月27日金（期限内に引き換えを行わない場合は予約無効）
◉引換場所　８月21日土・22日日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▶▶▶添田町物産展示場（添田駅横）　９時～15時
　　　　　　８月23日月～27日金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▶▶▶添田町商工会　９時～16時

※予約販売で完売した場合は、販売はありません。町外在住の人も購入できます。

◉販売期間　8月30日月～完売まで　午前９時～午後３時（土日祝は除く）
◉販売場所　添田町商工会
◉購入限度　１人あたり３冊まで（代理購入不可、予約販売との重複購入不可）

予　

約　

販　

売

窓
口
販
売

※添田町内に店舗・事業所等を有し、「添田町がんばろう地域応援商品券」「添田町生活応援商品券」
の取扱いを希望する人は、添田町商工会まで問い合わせ下さい。

添
田
町　
　
　

商
品
券

商
品
券

が
ん
ば
ろ
う

が
ん
ば
ろ
う

地
域
応
援

地
域
応
援

添
田
町　
　
　

商
品
券

が
ん
ば
ろ
う

地
域
応
援

生まれてきてくれて本当にありが
とう‼元気いっぱい、これらもすく
すく大きくなってね☆ニコ～と笑
う美琴の笑顔がみんな大好きです‼

８月生まれの
締め切りは、

７月16日金です。

11　広報そえだ（令和３年７月号）

令和３年度春の叙勲

浦野信義さん旭日双光章受章
↓約12年もの間、町民目線で添田町議会議長の職責を果たした浦野信義元議長㊧

　地方行政に多大な功績を収めたとして、元添田町
議会議長の浦野信義さん（庄中）が春の叙勲で旭日
双光章を受章しました。浦野さんは地域住民の厚い
信託を得て、昭和 58 年６月に添田町議会議員に初当
選し、その後８期 31 年にわたり町議会議員として活
動。特に平成 11 年から平成 22 年までの 12 年間は添
田町議会議長として住民福祉の向上、農林業を中心
とした産業の振興や英彦山を中心とした観光業の振
興などに尽力されました。「思い出の議会は平成２年
の議会解散。いろいろと大変な事があったが、議長
として町民目線の議会運営に努めてきました」と語っ
ていました。

　５月 20日、真木小
学校で東京 2020 オリ
ンピック聖火リレーで
実際に使われたトーチ
を使っての体験学習が
ありました。体験学習
は真木小給食調理員の
深見さんのお父さんが
桂川町の聖火ランナー
を務めたことから実現。
トーチは東日本大震災の時に建てられた仮設住宅の廃材
を再利用し作られていることなどを学習したあと、実際
に使われたトーチを持った児童は大興奮。６年生の森田
愛梨花さんは「トーチは結構重たかった。実際に走って
いるところを見たかった」と話していました。

真木小学校で体験学習

トーチは思ったよりも重たかったよ

↑トーチリレーを行う真木小学校の児童たち

の本人確認書類を

見本
７月7日 日 水  水  予約受付開始予約受付開始７月7日 水  予約受付開始

申請不要の添田町生活応援商品券（５月１日に町内に住民票がある人が対象、１人＝５千円／ 500 円券×
10 枚）は世帯主に世帯全員分をまとめ、７月上旬から順次発送します。全世帯に到着するまで１か
月程度かかりますので、お手元に届くまでお待ちください。使用期限は「添田町がんばろう地域応
援商品券」と同じ令和４年１月 31日までです。

文
芸
歳
時
記

◉
８
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

７
月
16
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係（
☎
82
―
４
０
０
０
）

木
蓮
の
花
は
白
と
も
真
白
と
も　
　
　
　

島
津
余
史
衣

子
雀
や
御
手
洗
の
石
濡
れ
ど
ほ
し　
　
　

伊
井
寸
美
子

薔
薇
咲
い
て
稚
の
で
ん
ぐ
り
代
し
か
な　

斎
藤
智
寿
子

花
ミ
モ
ザ
西
洋
館
の
鎧
窓　
　
　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

薫
風
や
か
ろ
き
鞄
の
男
旅　
　
　
　
　
　

立
花　

克
明

【
川
柳　

投
稿
】

「
七
夕
」
や
星
の
逢
瀬
の
天
の
川　
　
　
　

原
田
祥
二
郎

「
海
の
日
」
に
海
の
恵
み
に
感
謝
す
る　
　

原
田　

順
子

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

電
柱
に
鳴
き
交
は
す
鴉
に
送
ら
れ
て

　
　
　
　

飼
犬
「
連
」
は
火
葬
に
ふ
さ
る　

五
十
嵐
田
鶴

脊
髄
の
圧
迫
骨
折
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
　
　
　
　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
初
め
て
に
受
く　

荒
巻
ミ
サ
子

咲
き
香
る
木
香
薔
薇
の
優
し
黄
に

　
　
　
　
　

組
当
番
の
歩
み
止
め
を
り　

福
富　

廣
枝

山
際
に
日
は
今
ま
さ
に
沈
ま
む
と

　
　
　
　

こ
の
風
呂
か
ら
の
眺
め
千
金　

木
村　

寛
子

丘
の
上
の
公
孫
樹
大
樹
は
芽
吹
き
し
て

　
　
　
　
　

淡
き
緑
の
紗
を
被
き
初
む　

大
塚　

富
江

下
り
行
く
山
田
に
野
猿
の
五
十
余
の

　
　
　
　

群
れ
ゐ
て
吾
を
一
斉
に
見
つ　

平
井　

朝
子

【
短
歌　

投
稿
】

わ
が
脚
に
身
を
す
り
つ
け
て
ト
ラ
猫
は

　
　
　
　

小
雨
の
径
を
帰
り
ゆ
く
な
り　

独
活
山
強
実

後
ろ
指
指
し
て
笑
う
な
誰
に
で
も

　
　
　

そ
の
人
な
り
の
生
き
方
が
あ
る　

佐
藤　
　

直

早
暁
の
山
波
み
は
薄
墨
の
中
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

町
は
未
だ
靜
か
な
り　

仲
摩　

直
子

【
俳
句　

投
稿
】

万
緑
や
石
の
こ
ゑ
聴
く
雪
舟
庭　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

紫
陽
花
の
夜
の
散
策
長
谷
寺
で　
　
　
　

寺
本　

紀
子



▼
内
容　

認
知
症
関
す
る
介
護
の
悩

　

み
な
ど

問 
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　

 
（
☎
092
―
574
―
０
１
９
０
）

▼
と
き　

火
曜
〜
土
曜
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

高
齢
者
自
立
支
援
セ
ン

　

タ
ー
（
行
橋
市
）

▼
相
談
方
法　

電
話
、
面
談

※
面
談
は
要
予
約
。

▼
対
象
者　

若
年
性
認
知
症
の
人
や

　

そ
の
家
族

▼
内
容　

医
療
、
福
祉
、
就
労
な
ど

　

に
関
す
る
こ
と

問 

若
年
性
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
０
９
３
０
―
26
―
２
３
７
０
）

じ
よ
う
に
悩
み
経
験
し
て
き
た
家
族

や
相
談
員
が
、電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
対
象
者　

心
の
病
（
統
合
失
調
症
、

　

う
つ
病
、
発
達
障
が
い
な
ど
）
が

　

あ
る
人
と
そ
の
家
族

▼
相
談
時
間　

平
日
13
時
〜
16
時
、　

　

土
日
祝
日
8
時
〜
16
時

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

▽
月
曜
（
☎
090

　

―
１
３
６
６
―
７
４
９
８
）
▽
火

　

曜（
☎
080
―
２
７
５
０
―
０
６
４
６
）

　

▽
水
曜
・
木
曜（
☎
080
―
３
９
８
６

　

―
１
９
８
０
）
／
第
４
水
曜
の
み

　
（
☎
０
９
４
０
―
33
―
２
７
３
１
）

　

▽
金
曜
土
日
祝
日
（
☎
080
―
１
７

　

２
９
―
１
９
５
５
）

※
お
盆
と
正
月
は
休
み
で
す
。
面
談

を
希
望
す
る
場
合
は
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
募
集
期
限　

７
月
28
日
水

※
訓
練
内
容
・
応
募
書
類
な
ど
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
☎
44
―
８
６
０
９
）

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
家
族
を
、
家

族
だ
け
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
同

※
初
日
と
最
終
日
の
み
19
時
〜
21
時
。

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
対
象
者　

町
内
在
住
ま
た
は
通
勤

　

通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
人

▼
申
込
期
限　

８
月
13
日
金

▼
受
講
料　

無
料
／
定
員
10
人

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
子
育
て
・
障

　

 

が
い
者
支
援
係（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
訓
練
期
間　

９
月
１
日
水
〜
11
月

　

30
日
火　

10
時
〜
15
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

太
宰
府
市
人
権
セ
ン
タ

　

ー
（
太
宰
府
市
）

▼
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
６
千
円
）

▼
対
象
者　

障
が
い
や
難
病
な
ど
が

　

あ
る
人
／
募
集
人
数
８
人

▼
受
付
期
間　

９
月
14
日
火
〜
10
月

　

14
日
木
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
受
付
方
法　

郵
送
の
み
（
〒
812
―

　

０
０
３
４　

福
岡
市
博
多
区
下
呉

　

服
町
１
―
15　

ふ
く
お
か
石
油
会

　

館
３
階　
（
公
社
）福
岡
県
危
険
物

　

安
全
協
会
）

※
簡
易
書
留
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
書　

田
川
地
区
消
防
本
部
内

　
（
一
社
）田
川
地
区
防
災
協
会
事
務

　

局
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

問 

（
一
社
）田
川
地
区
防
災
協
会
事
務

　

 

（
☎
44
―
６
２
５
６
）

▼
と
き　
【
A
日
程
】８
月
21
日
土
、　

　

28
日
土
、
９
月
４
日
土
、
11
日
土
、

13　広報そえだ（令和３年７月号） 広報そえだ（令和３年７月号）　12

　

18
日
土　
【
B
日
程
】令
和
４
年
１

　

月
13
日
木
、
19
日
水
、
20
日
木
、　

　

25
日
火
、
27
日
木　

10
時
〜

▼
と
こ
ろ　
【
A
日

　

程
】飯
塚
市
穂
波

　

交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
飯
塚
市
）【
B

　

日
程
】田
川
青
少

　

年
文
化
ホ
ー
ル（
田
川
市
）

▼
内
容　

介
護
の
基
本
的
な
知
識

▼
対
象　

介
護
未
経
験
者

▼
定
員　

先
着
50
人
／
参
加
無
料

問 

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人

　

 

材
セ
ン
タ
ー（
☎
092
―
584
―
３
３
１
０
）

▼
募
集
団
地　

夢
の
里
団
地
11
号
・

　

22
号
、
真
木
団
地
129
号
、
庄
団
地

　

18
号

▼
募
集
期
間　

７
月
12
日
月
〜
16
日

　

金　

17
時
15
分

▼
抽
選
日　

７
月
29
日
木

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場
特
１
会
議
室

問 

役
場
住
環
境
整
備
課
住
宅
管
理
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
５
）

　

６
月
開
催
が
９
月
開
催
に
延
期
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
再
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
２
日
木
〜
令
和
４
年

　

２
月
10
日
木
の

　

間
の
毎
週
木
曜

　

日
19
時
〜
20
時

　

30
分（
全

　

20
回
）

◉
第
３
回
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

▼
試
験
日　

９
月
18
日
土（
筆
記
試
験
）

▼
試
験
会
場　

部
外
施
設
予
定

▼
申
込
期
限　

９
月
６
日
月

【
田
川
消
防
と
自
衛
隊
合
同
説
明
会
】

▼
と
き　

８
月
８
日
日
10
時
〜
15
時

　
（
随
時
受
付
）

▼
と
こ
ろ　

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
田
川
市
）／
参
加
無
料
、予
約
不
要

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

▼
と
き　

▽
10
月
28
日
木
＝
給
油
９

　

時
30
分
〜
12
時
30
分
、
そ
の
他
13

　

時
30
分
〜
16
時
30
分　

▽
29
日
金

　

＝
そ
の
他
９
時
30
分
〜
12
時
30
分
、

　

給
油
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

直
方
市
中
央
公
民
館

▼
対
象
者　

▽
継
続
し
て
危
険
物
取

　

扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
人
＝
前

　

回
の
講
習
を
受
け
た
日
以
後
の
最

　

初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内

　

▽
新
た
に
ま
た
は
再
び
従
事
す
る

　

人
＝
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日

　

か
ら
１
年
以
内

Informationくらしに役立つ情報満載

問 

（
公
社
）福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
会

　

 

連
合
会（
☎
092
―
292
―
０
５
６
０
）

▼
と
き　

８
月
１
日
日
10
時
〜
16
時

▼
相
談
方
法　

電
話
相
談

▼
相
談
料　

無
料

▼
相
談
電
話
番
号

　
（
☎
０
５
７
０
―
783
―
544
）

　

福
岡
県
乳
幼
児
聴
覚
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
支
援

が
必
要
な
お
子

さ
ん
の
療
育
開

始
ま
で
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
や
、
保
護
者
へ
の
相
談
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

年
末
年
始
と
祝
日
を
除
く

　

月
曜
・
水
曜
・
金
曜
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
乳
幼
児
聴
覚
支

　

援
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
）

▼
相
談
方
法　

電
話
、メ
ー
ル
、面
談

※
面
談
は
要
予
約
。

問 

福
岡
県
乳
幼
児
聴
覚
支
援
セ
ン
タ

　

 

ー
（
☎
092
―
402
―
２
６
７
３
）

▼
と
き　

水
曜
・
土
曜
11
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春

　

日
市
）

▼
相
談
方
法　

電
話
、
面
談

※
面
談
は
要
予
約
。

▼
対
象
者　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

〇髙瀨隊員あいさつ
空き家対策で添田町の活性化を

狩猟免許を取得しませんか

有害鳥獣の捕獲駆除のために

野生鳥獣侵入防止用

「のり網」をあっせんします

田畑を荒らす有害
鳥獣を捕獲駆除

するためには狩猟免許
の取得と狩猟者登録が
必要です。自分たちの
田畑を守るため狩猟免
許を取得しませんか。
【狩猟免許試験】
◉とき　７月29日木　９時
◉ところ／飯塚市立岩交流センター（飯塚市） 
◉試験の種類　▷網猟免許　▷わな猟免許
　▷第１種銃猟免許　▷第２種銃猟免許
◉申込期限　７月12日月
※受験には、申請手数料、写真、診断書が
必要です。
※詳しくは問い合わせください。
【狩猟免許試験予備講習会】
◉と　き　７月11日日　９時～
◉ところ　飯塚市立岩交流センター（飯塚市）
◉受講料　3,500円、例題集1,650円
※詳しくは問い合わせください。
問 添田猟友会（☎82-1601）

イノシシやシカの被害防止対策として
「使用済みのり網」の申し込み受け付

けを行います。数に限りがありますので、
早めに申し込みをしてください。
◉あっせん枚数　200枚（18ｍ×1.8ｍ／枚）
※金属製の網ではありません。
◉価格　3,600円／10枚
※10枚単位で販売します。
◉受付開始日　７月14日水
◉受け渡し日　８月２日月以降を予定
※申込者には連絡します。
◉受け渡し場所　役場南側来客用駐車場横
　倉庫前
問 役場地域産業推進課有害鳥獣係
　 （☎ 82-1237）

せん。

。
水

試
験
・
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

福
岡
県
介
護
に
関
す
る

入
門
的
研
修

手
話
講
習
会
入
門
編
受
講
生
募
集

町
営
住
宅
空
き
家
入
居
者
募
集

【
定
期
募
集
】

相
談　

心
の
電
話
相
談

お
子
さ
ん
の
聞
こ
え
に
対
す
る

電
話
相
談

福
岡
県
若
年
性
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
無
料
相
談

福
岡
県
認
知
症
介
護
相
談

月
２
日
木
〜
令
和
４
年

木木木
の

木
曜

20
時

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

受
講
者
募
集

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
遺
言
相
談
会

　初めまして。地域おこし協力隊として５月
から活動させていただいております、髙瀨舞
と申します。添田町津野出身で、昨年度まで
は福岡市内の建築設計事務所に勤めていまし
たが、この度Uターンして参りました。
　「空き家対策推進員」として、空き家や空き
地の活用企画や移住定住支援、サテライトオ
フィスの誘致などの業務を行っていきたいと
思います。今月号では、添田東地区にある分
譲空き地の活用イメージスケッチを作成しま
したので、よかったらご覧ください（８P）。
　まちづくりの分野はまだまだ勉強中なので、
至らない点などあるかと思いますが、ふるさ
と添田の地域活性化のために頑張りたいと思
いますので、今後ともよろしくお願いします。

瀨
髙

舞

　
　

た
か
せ　
　
　
　
　

ま
い

▼
受
付
期
間

９
月
4
日
火
〜
0
月

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

Vol. ⑲

任任
期
制
）

障
が
い
者
・
難
治
性
疾
患
患
者
対

象【
初
級
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

　　

害
除
許
が
の
免

９時

ロ
ー



組
み
に
つ
い
て
」の
中
の
、「
防
災
メ

ー
ル
・
ま
も
る
く
ん
」
の
二
次
元
コ

ー
ド
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
正
し
い

二
次
元
コ
ー
ド
は
こ
ち

ら
で
す
の
で
、
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

役
場
防
災
情
報
管
財
課
防
災
安
全

　

 

係
（
☎
82
―
４
０
０
２
）

　

例
年
、
８
月
第
一
週
の
土
曜
日
に

開
催
し
て
い
ま
し
た
「
そ
え
だ
花
火

大
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、

イ
ベ
ン
ト
の
性
質
上
〝
３
密
〞
を
避

け
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
来

場
者
の
安
全
確
保
と
感
染
防
止
策
を

第
一
に
考
え
、
今
年
度
も
中
止
と
し

ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
観
光
振
興
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
６)

　

６
月
に
役
場
防
災
情
報
管
財
課
が

全
戸
配
布
し
た
「
安
全
・
安
心
の
取

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　７月20日火、８月３日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　７月７日水（13 時～）、７月９日金（15 時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　７月13日火、８月17日火、
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　７月13日火（10時～）、８月26日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
　７月７日水、８月４日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

●人　口　9,183 人（ー18人）
●男　性　4,328 人（ー 8人）
●女　性　4,855 人（ー10人）
●世帯数　4,606世帯（ー３世帯）

人の動き ５月末日現在（　）は前月比

●出生　３ 人
●死亡　14 人
●転入　11 人
●転出　18 人

警察署からのお知らせ

問 田川警察署（☎42-0110）

５月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 11（ー１） 53

　人身事故 ２（＋２） ６

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ３（＋３） 10

納期限のお知らせ
●８月２日月が納期限です
　▷固定資産税（２期）
　▷国民健康保険税（１期）
　▷後期高齢者医療保険料（１期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

比

人
人
人
人

15　広報そえだ（令和３年７月号） 広報そえだ（令和３年７月号）　14

くらしに役立つ情報満載Information

▽
最
低
賃
金
・
賃
金
引
上
げ
の
た
め

　

の
業
務
改
善
に
関
す
る
相
談
（
福

　

岡
県
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン

　

タ
ー
／
☎
０
８
８
０
―
888
―
１
６
９
９
）

▽
支
援
事
業
に
関
す
る
こ
と
（
福
岡

　

労
働
局
／
☎
092
―
411
―
４
７
６
３
）

　

福
岡
県
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種

の
保
護
に
関
す
る
条
例
第
９
条
に
基

づ
き
、
特
に
保
護
が
必
要
な
ム
ラ
サ

キ
、
コ
バ
ン
ム
シ
な
ど
20
種
を
「
指

定
希
少
野
生
動
植
物
種
」
に
指
定
し

ま
し
た
。
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種

は
、
捕
獲
、
所
持
、
陳
列
、
広
告
な

ど
に
規
制
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
環
境
部
自
然
環
境
課

　

 

（
☎
092
―
643
―
３
３
６
７
）

ま
た
、
や
む
を
得

ず
急
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
立
っ
て

乗
車
し
て
い
る
と

き
は
、
つ
り
革
や

握
り
棒
に
し
っ
か

り
つ
か
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
平
成
20

年
６
月
か
ら
は
、
高
速
バ
ス
や
貸
し

切
り
バ
ス
の
後
部
座
席
で
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
安
全
の
た
め
に
も
、必
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

（
一
社
）
福
岡
県
バ
ス
協
会

　

 

（
☎
092
―
431
―
９
７
０
４
）

▼
と
き　

８
月
１
日
日　

9
時
〜
12

　

時
（
受
付
開
始
8
時
45
分
）

※
雨
天
時
は
８
月
８
日
日
に
延
期
。

▼
と
こ
ろ　

碓
井
琴
平
公
園（
嘉
麻
市
）

▼
内
容　

虫
や
植
物
の
観
察

▼
対
象
者　

県
内
在
住
の
小
学
生（
保

　

護
者
同
伴
）
／
参
加
無
料

▼
申
込
期
限　

７
月
13
日
火

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

問 

嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務

　

 

所（
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
７
５
）

　

７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
、「
車
内

事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
走
行
中
に
席
を
離
れ

る
と
、
転
倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
降
り
る
と
き

は
、
バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が

開
い
て
か
ら
席
を
立
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

生
産
性

向
上
の
た

め
の
設
備

投
資
な
ど

を
行
い
、

事
業
場
内

の
最
低
賃

金
を
20
円

以
上
引
き

上
げ
た
中

小
企
業
事

業
者
に
対
し
、
そ
の
業
務
改
善
に
か

か
っ
た
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

そ
え
だ
花
火
大
会
は
中
止
し
ま
す

令和３年度介護保険負担限度額
認定証の更新について

早めの更新申請を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

献血にご協力を
　やさしさが
　笑顔をつくる

　　 ♥とき　８月16日月
　　 ♥ところ　添田町役場
　　 ♥対象者　体重が50キロ以上の人で、
　　 　男性 17歳～69歳　女性 18歳～69歳
　　　※65歳以上の人は、60～64歳に献血経
　　　験がある人。
問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎ 88-8111）

　介護保険施設を利用するときの
食費と居住費の負担を
軽減する負担限度額
認定証の有効期限は
７月31日までです。
引き続き施設利用が必要な場合は、
更新申請をしてください。

▶対象者　老齢福祉年金受給者、生
　活保護受給者、本人・配偶者・世
　帯全員が非課税の人で預貯金など
　の合計額が基準額以下の人

▶申請期限　７月30日金
▶必要なもの　申請書、同意書、す
　べての通帳などの写し
※配偶者がいる場合は配偶者の同意
書とすべての通帳などの写し。
▶提出先　役場保健福祉環境課福祉
　・高齢者支援係

問 役場保健福祉環境課福祉・高齢者
　 支援係（☎ 82-1232）
　 福岡県介護保険広域連合田川・桂
　 川支部（☎ 49-1093）

最
低
賃
金
・
賃
金
引
上
げ
を
し

た
中
小
企
業
へ
支
援
し
ま
す

指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
に

20
種
が
指
定
さ
れ
ま
し
た

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽（
故
）鬼
丸
良
一（
英

　

彦
山
）
▽
（
故
）池
田
ヨ
シ
カ（
下

　

津
野
）

　
　
　

 

（
令
和
３
年
６
月
14
日
現
在
）

藤
田
季す

え
ひ
ろ弘
副
町
長
が
再
任

　

令
和
３
年
第
２
回
添
田
町
議
会
定
例
会
で
、
添

田
町
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
藤
田
季
弘
副
町

長
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和

7
年
６
月
11
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

問 

役
場
総
務
課
総
務
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
に

畠
田
勝
廣
添
田
町
議
長
が
就
任

　

令
和
３
年
５
月
31
日
、
福
岡
県
下
31
町
村
議
会

の
議
長
を
も
っ
て
組
織
す
る
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
畠
田
議
長
が
新
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
２
年
間
で
す
。

問 

役
場
議
会
事
務
局
（
☎
82
―
４
０
０
１
）

７
月
は
「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
月
間
で
す

10時～12時30分
13時30分～16時

制度改正に伴い、８月から認
定要件が細分化され、食費の
負担段階が変わります。

　昨年10月に実施した国勢調査へのご協力あ
りがとうございました。速報値が総務省統計
局から公表されましたので、お知らせします。
◉日本の総人口　　1億 2,622 万 6,568 人
◉福岡県　人口　　  513 万 8,891 人
　　　　世帯数　  　 231 万 6,011世帯
◉添田町　人口　　8,805 人（9,924 人）
　　　　　世帯　　3,726世帯（4,029世帯）
※（　）は27年国勢調査。
問 役場まちづくり課（☎ 82-5965）

令和２年

国勢調査の速報をお知らせします

  ◎犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

７月は「社会を明るくする運動」強調月間・再発防止啓発月間です
　社会を明るくする運動～犯罪や非行を防止し、立
ち直りを支える地域のチカラ～とは、すべての国民
が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの
更生について理解を深め、それぞれの立場で力を合
わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社

会を築くための全国的な運動です。住民の皆さんが、
地域環境の浄化を心がけ、罪を犯した人たちや非行
をした少年の立ち直りを温かい目で
見守りつつ、援助の手を差し伸べ、
明るい社会を作りましょう。

【
お
わ
び
と
訂
正
】防
災
メ
ー
ル

ま
も
る
く
ん
二
次
元
コ
ー
ド

夏
休
み
子
ど
も
自
然
観
察
会

in
碓
井
琴
平
公
園
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◇
発
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／
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編
集
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〒
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福
岡
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田
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添
田
町
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田
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そ
え
だ

広報

令
和
３
年
７
月
号

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

7
月
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
高
齢
者
の
方
の
接
種

は
、
皆
様
方
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
、
添
田
町
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。
16
歳
か
ら
64
歳
の
方
に
は
、
7
月
上

旬
か
ら
接
種
券
と
予
診
票
を
自
宅
へ
送
付
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
▼
コ
ロ
ナ
禍
、
6
月
定
例
議
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
や
中
山
麻
子
給
付
型
奨
学
金
積
立
金
、
小
中
学

校
建
設
設
計
施
工
監
理
業
務
委
託
料
な
ど
の
補
正
予

算
を
可
決
頂
き
ま
し
た
。
一
般
質
問
も
多
岐
に
亘
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
議
会
便
り
で
報
告
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
髙
瀬
議
員
の
質
問
時
に
お
い
て
、
議

会
運
営
上
の
ル
ー
ル
等
か
ら
、
質
問
が
中
途
半
端
に
終

わ
り
ま
し
た
。
▼
質
問
は
、「
こ
れ
か
ら
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
趣
旨
は
、
添
田

町
の
第
６
次
総
合
計
画
で
は
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く

り
」
を
合
い
言
葉
に
し
て
い
る
が
町
の
役
割
は
と
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
は
基
本
と
な
る
も
の（
考
え
）が
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。「
ど
の
よ
う
な
考
え

で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
の
か
」
と
の
質
問
に

は
、「
住
民
目
線
で
行
っ
て
い
ま
す
」
と
答
弁
、「
少
し

具
体
的
に
」
と
次
に
あ
り
ま
し
た
。「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
、
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
で
あ
る
住
民
の
皆
さ

ん
の
立
場
に
立
っ
て
行
う
事
を
職
員
に
は
、
常
々
十

分
自
覚
し
対
応
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
コ
ロ
ナ
対
応
に
お
け
る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に

お
い
て
も
、
商
品
券
に
よ
る
生
活
支
援
、
罹
患
者
に
対

し
て
は
５
万
円
の
支
援
等
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
対

応
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
▼

議
員
が
次
の
質
問
に
移
ろ
う
と
し
た
と
き
、
議
会
ル
ー

ル
上
の
関
係
で
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
、
議
場
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
準
備
し
て
い
た
答
弁
は
次
の
通
り
で
す
。
▽

答
弁
：
「
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
行
政
サ
ー
ビ

7

110th anniversary          of Soeda town  ooooooooooooo             添田町町制施行110周年
添田町町制施行110周年となる今年。広報そえだでは110年間の
歩みをお知らせしています。今回は、町に電話が開通した大正 10
（1921）年から昭和15（1940）年までの20年間です。

　

大
正
時
代
の
中
頃
ま
で
は
好
景
気
で
、

添
田
町
も
石
炭
鉱
業
が
盛
ん
と
な
り
人
口

が
増
加
、
人
家
の
新
築
が
進
み
、
大
正
町

の
誕
生
な
ど
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

大
正
９
年
頃
か
ら
経
済
不
況
と
な
り
、
銀

行
の
破
綻
、
物
価
の
下
落
や
失
業
者
が
増

加
し
、
町
財
政
も
緊
縮
の
状
態
を
迎
え
、

貧
富
の
差
が
広
が
り
ま
し
た
。
昭
和
に
入

る
と
戦
時
中
、
中
等
学
校
以
上
の
生
徒
は

学
徒
動
員
さ
れ
、
内
地
に
残
る
男
女
は
徴

用
さ
れ
て
工
場
鉱
山
で
働
か
さ
れ
る
状
態

で
し
た
。
物
資
の
自
由
販
売
が
禁
止
さ
れ

た
の
も
こ
の
頃
で
、
食
糧
や
日
用
品
の
配

給
制
度
化
が
敷
か
れ
、
着
る
物
や
食
べ
る

物
に
困
窮
し
ま
し
た
。
添
田
は
空
爆
に
よ

る
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
も
の
の
、

物
資
不
足
は
深
刻
で
、
町
民
は
耐
え
抜
き

ま
し
た
。

大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期

戦
時
下
の
情
勢

↑
添
田
駅
で
の
入
隊
風
景（
昭
和
14
年
）

ス
の
在
り
方
は
真
に
重
要
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

感
染
対
策
の
徹
底
を
継
続
し
つ
つ
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
ま

ね
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
住
民
目
線
に
立
ち
、
き
め
細
か

に
町
民
と
対
話
を
お
こ
な
い
、
今
後
も
必
要
と
な
る
対
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
町
で

の
行
政
経
営
方
針
は
、
第
６
次
総
合
計
画
に
お
い
て
お
示

し
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
持
続
可
能
な
町

づ
く
り
を
構
築
し
て
行
く
に
は
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
が
重
要
と
な
る
と
認
識
し
て
お

り
、
基
本
構
想
の
実
現
の
た
め
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
指
針

を
策
定
し
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ

ま
か
ら
頂
い
た
意
見
を
基
に
、
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
で
し
た
。
▼
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
何
時
も
の
時
の
よ
う
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
行
政
区
内
、
ま
た
、
身
近
な
方
達
と
の

接
触
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

行
政
区
に
は
未
加
入
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

社
会
で
は
、
対
応
は
難
し
い
の
で
す
が
、
人
と
人
、
行
政

区
内
の
よ
り
強
い
結
び
つ
き
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
▼
未
加

入
問
題
を
勉
強
し
て
い
た
ら
、
こ
ん
な
町
内
会
だ
っ
た
ら

い
い
の
に
と
い
う
雑
誌
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。「
行
政

区
の
行
事
に
は
共
働
き
で
子
供
が
小
さ
い
の
に
ど
う
し
よ

う
」
に
対
し
「
部
分
参
加
で
、
必
要
な
会
費
だ
け
払
う
な

ど
相
談
し
て
み
て
は
」
と
か
「
町
内
会
や
地
域
の
活
動
に

も
っ
と
出
て
欲
し
い
。
ど
う
す
れ
ば
住
民
が
参
加
し
て
く

れ
る
の
か
？
」
に
は
「
下
請
け
仕
事
の
大
幅
リ
ス
ト
ラ
を

検
討
。
行
事
に
よ
っ
て
は
、
終
了
後
ワ
イ
ン
や
ピ
ザ
を
振

る
舞
う
お
祭
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
」
な
ど
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。
▼
話
は
横
道
に
そ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
行
政
の
責
任
、
み
ん
な
で

助
け
合
う
町
内
会
行
政
区
内
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、
一

人
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
な
ど
認
識
し
、
も
っ
と
議

論
し
な
け
れ
ば「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」は
か
け
声
だ
け

に
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
懸
念
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

大
正
10
年

大
正
11
年

大
正
13
年

大
正
15
年

昭
和
２
年

昭
和
３
年

昭
和
６
年

昭
和
７
年

昭
和
10
年

昭
和
12
年

昭
和
14
年

←
庄
東
橋（
現
在
の
東
橋
、昭
和
６
年
）

↑←
庄
東
橋（
現
在
の
東
橋
昭
和
６
年
）

　
　
　

添
田
町
に
電
話
開
通

１
月
　
蔵
内
鉱
業
、
峰
地
二
抗
閉
抗

４
月　

落
合
小
学
校
、
字
向
岸
高
に

　
　
　

新
築
移
転

12
月　

鬼
杉
、
天
然
記
念
物
に
指
定

12
月　

大
正
天
皇
崩
御
、
同
日
改
元

　
　
　

役
場
新
庁
舎
、
字
新
開
（
現

　
　
　

添
田
郵
便
局
付
近
）
に
落
成

３
月　

添
田
魚
市
場
、
豆
塚
に
開
設

２
月　

旧
亀
石
坊
庭
園
、
国
の
名
勝

　
　
　

に
指
定

４
月　

添
田
公
園
竣
工

７
月　

添
田
青
果
市
場
、
庄
に
開
設

　　　　
　

添
田
銀
行
、
不
況
に
よ
り
閉

　
　
　

店

　
　
　

中
元
寺
小
学
校
剣
道
部
が
全
国

　
　
　

少
年
剣
道
大
会
で
優
勝

４
月　

落
合
郵
便
局
開
局

８
月　

蔵
内
鉱
業
所
、
古
河
鉱
業
所

　
　
　

の
経
営
と
な
る

９
月　

第
２
次
世
界
大
戦
勃
発


